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連盟報 :50号 記念特集号

999年 08号から「地区サークル紹介」

として、地区サークルの活動 を紹介する

ページができました。‖5号 か ら「地区サ

ークル近況だより」になったり、 122号か

らは 1度 にたくさんのサークル紹介 を行

ったりしています。現在は、 2サークル

ずつ順番に紹介 しています。 ご協力あり

がとうございます。
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紙面数 8面 か ら4面 にな りました。 8面

のときには、見開きの「大会スナップ」の

ページで、全国・全道大会の様子が紹介さ

れました。授業を見て感 じたことや、大会

運営側の言葉などが記載されていました。

142号か らは、現在のA4紙面が基本 とな

り、限 られた紙面の中でお伝え していま

す。
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0'こそ鑢性を制こする酢教育を
0       ..2020年 夏号に発行 した連盟報より、 1行

の文字数 を減 らす ことで読みやす くなる

ように 3段組みに変更しました。 また、

ユニバーサルフォン トにすることで、誰

もが見やすくなるようにしております。



連盟報に携わってきた

諸先輩たちの言葉
これまで北海道造形教育連盟の広報部 として連盟報発行にご尽力いただいた諸先輩方に、連盟報 150号 を

記念 してお言葉 をいただきました。連盟報は、時代に合わせてマイナーチェンジをしてきましたが、その

節目節日に、さまざまな先生方の知恵や、連盟員や地区サークルとの協力体制がありました。

約30年 も前 にな って しまった

が、連盟報が100号 を迎 えた記念

特集 として諸先輩の座談会を企画

した。昨年百歳で他界された伊藤

恵先生を始め連盟草創期の方達の

話には熱が溢れていた。ビデオカ

メラで記録 しテープた こしをした

ので、誰の話かを判別するのに苦

労はなかったが、量が膨大となり

本紙には収まらず、別紙刷 を付け

て配布 したのが強 く′ヾに残ってい

る。

全道大会の記録は写真取材の他

に広報部員が分科会に分かれて参

カロし、原稿依頼を行った旭川大会

や根室大会なども新鮮

であった。

札幌 山鼻 小大会 で

は、拡大広報部で大会

速報 を発行 したことも

思い出深い。連盟報の

紙面は当時A5版か らA

4に なり写真を入れる

な どの余裕 が生 まれ

た。年 3回の発行は忙 しくもあっ

たが、集 まるたびの造形談議 も楽

しかった。

全道各地のサークル紹介はネッ

トワーク部会が生まれ全道の交流

の場が広が り、連盟報の発行回数

減 を補 って余 りあるもの とな っ

た。

広報部の役害」の一つは、年に 2

回の連盟報の発行です。回数、紙

面が限 られている中、地区サーク

ルの活動紹介を取 り入れ、大会の

報告記事にも、各地区、校種の会

員の皆さんの声を広 く掲載するこ

とを′ミがけて取材、原稿依頼をし

ました。

また、もう一つの役割は、大会

紀要、集録、実践事例集 と周年記

念誌の編集 発行です。連盟の過

去か ら現在 までの足跡 を振 り返

り、その成果を未来の追形教育に

繋げる活動です。私は60周 年記念

誌の編集をさせていただき、翌年

20H年 の全国大会では、広報統括

部長 として部員の皆さんの尽力に

支えられ、オールカラーの紀要や

実践事例集を発行することができ

ました。私にとって最も充実 した

活動だったと思っています。

今後、 HPやネッ トワーク会議

を含め、広げる、繋げる広報活動

を期待 しています。



まずは道造連の連盟報 150号 の発

行、大変喜ばしいこととお祝い申し

上げます。私と連盟広報部の出会い

は、毛馬内先生に声をかけていただ

いたのが最初です。いろいろ教わり

活動できたことを感謝しています。

連盟報の編集は、限られたページ

で構成する難しさがあり、大会毎に

伝える内容の精選や地区の活動の様

子や参カロ者の声をわかりやすく盛り

込むのにどうすると良いか試行錯誤

2007年 24号 から担当させてぃた

だきました。前任の東部長からこの

お仕事を引き継いでから足掛け5年

間、微力ながら20H年の 33号 まで

担当させていただき、自分としては

とても勉強になった5年間でした。

前任の東先生の広報発行にかけた熱

い思いを冷まさぬよう、そして、新

しい広報のスタイルを模索しながら

発行してまいりました。この時大切

にしたのは全道にある各地区サーク

ルとの強固な連携を築さ上げるとい

したことを覚えています。広報部で

は、lL区 から共に活動してきた土肥

先生と200年の全造連本L幌大会の紀

要を編集したことや、中居先生と現

在の連盟報の表紙変更を考えたこ

と、そして60周 年記念誌の編集に一

緒に携わることができました。

ほかに教育美術展の賞状添付用写

真撮影担当の際、フイルムでの撮影

後に一枚一枚切り貼りし作成すると

いう手作業の苦労もありました。

うことです。当時は小林知広先生の

手がけた『全道ネットワーク会議』

とリンクさせることができたのも、

全道に広がるたくさんの仲間のおか

げだと感じております。現在はイン

ターネットをフルに活用し全道の仲

間たちとの簡単に繋がることができ

今の広報部には、デジタル時代の

「紙の広報紙の役割」を考え、良き

紙面を作ることを期待しています。

ます。そして、そこには無限の可能

性を秘めていることでしょう。 しか

し、紙でしか表現できないこともま

だまだあると思います。広報活動が

全道の仲間への応援誌となり広がっ

ていくことを今後も願っておりま

す。

今思い起こせば、只々 憾 謝」の

一言に尽きます。

松本広報部長より引き継いだ 34

号。はじめは「自分にできるのか

な?!Jと 重荷を感じましたが、た

くさんの方々にご協力いただきなが

ら発行することができた嬉 しさは、

つい昨日のようて'す 。

一時は連盟の資金繰りの関係で発

刊危機も !?た だ、各連盟からの存

続を願う声、HP上だけではなく、

紙として残る価値…そういうたくさ

んの思いのもと8頁 から今の4頁 と

刷新された 42号。各連盟 との「パ

イプ役」となり、今でも連盟の大切

な財産として続いていることに感謝

しております。

夏 冬と2度発行 し、各大会に足

を運び、様々な先生方と交流できた

こと…地域での,S、 れあい…また、小

南印刷との出逢いやつながりができ

たこと…各地の大会運営をわずかで

すがかじらせていただいたこと…造

形を通して『 人』と,3、 れあえたこと

は広報部長をやってみての賜物で

す。私は、いつまでも連盟報の熱き

サポーターの一人です。
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命 地区サークル紹介詳鷺孫燿混鷺[i帥

今年度は、新型コロナウイルスの影響で、 どの地区もなかなか普段通 りの活動ができないこと
今回は、209年度の地区サークル活動のパネルを紹介させていただきました。

「With コロナ」の生活がまだ続 きそうですが、 この状況でもできることを「チームjL海道」
るよう、これからも各地区の活動を紹介 し、全道の会員同士が交流できる場 としていきます。

と思い ます。
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<お知 らせ >

現在、研究部所管の「ネ

ットワーク会議」てヽ ま、ZO
OMを 活 用 したオ ンライ

ン ネッ トワーク会議 を不

定期で開催中。過去 3回 の

会議の中では、各地区か ら

の実践報 告 も多数寄せ ら

れ、 コロナ禍でも各地区

各学校で奮闘する先生方の

取組が紹介されています。

ネッ トワーク部員以外の参

カロもOK。 開催の ご案内が

届 きましたら、一度、参カロ

してみませんか。

～問い合わせ先～

NW担当 中村 珠世

(す晦道教育大学附属オし幌小学校)

今回様 々な資料 を振 り返 って、連盟報 の歴 史に触れ ることがで き、勉強にな りま し
た。今後 も会員のみなさんの力になれ るような広報 に していきたい と思います。
く北海道造形教育連盟 広報部 > 黒 川 友 理 篠 原   貴 小 林 知 広


